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○ 紹介 

近年、地球温暖化などの環境問題が非常に深刻

視されており、「エネルギー」という言葉を頻繁に

耳にするようになった。そして小学校や中学校の

技術や理科でも「エネルギー教材」が非常に必要

とされている。同時にコンピューターなどの「情

報」分野の発展で、技術科では木に触れる時間が

激減している。そこで本研究室では木材を用いた

ガリレオ式時計のエネルギー教材の開発を行って

いる。 
しかし、ガリレオ式時計の設計に関する情報は

スケッチのみで、詳細な情報がない。従って、理

想的な設計を考え、設計に関する情報を算出する

式を求める。求めた式をVisual Basic 6.0 を用いてプ

ログラムとして組み込み、軸の座標や下つめ、上

つめの長さ、角度を算出し、さらに、その情報を

元にガリレオ式時計のアニメーションが出力可能

なソフトの開発を行った。 
また、時計の歴史やガリレオ式時計の原理の学

習、振り子のシミュレーションなどをプログラム

に追加し、木製ガリレオ式時計の教育支援ソフト

として完成させた。 

図1. ガリレオ式時計 

図２．本プログラムのトップ画面 

図３．原理、部位解説 図４．アニメーション、設計情報の算出

○ まとめ 

本プログラムによりガリレオ式時計の理想的な設計情報が取得できるようになり、また、さまざまな機

能を追加したことで設計やアニメーションだけでなく、幅広く知識を習得できる教育支援ソフトとなっ

た。振り子の角度や長さなどの数値を自由に変更でき、それに応じた設計が可能となるため、生徒一人一

人が違った動きをする時計を作成することも期待できる。 
従って、木製ガリレオ式時計の教材化に向け、本プログラムは非常に大きな役割を果たすに違いない。

 


